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明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中
訓
・
註
試
稿
米
澤
実
江
子
【
抄
録
】（
作
業
方
法
）
当
研
究
班
は
、
筆
者
に
よ
る
『
摧
邪
輪
』
の
訓
読
文
・
付
註
・
現
代
語
訳
に
対
し
、
過
年
、
本
庄
良
文
先
生
が
巻
中
よ
り
施
さ
れ
た
添
削
、
な
ら
び
に
先
行
す
る
諸
研
究
を
踏
ま
え
て
再
検
討
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド：
明
恵
『
摧
邪
輪
』
訓
読
文
註
記
は
じ
め
に
当
研
究
班
の
課
題
は
「
寛
永
年
間
版
『
於
一
向
専
修
宗
選
択
集
中
摧
邪
輪
』
（
以
下
『
摧
邪
輪
』）
巻
中
訓
読
文
・
付
註
・
現
代
語
訳
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
先
ず
『
摧
邪
輪
』
の
内
容
を
簡
略
に
述
べ
、
次
に
諸
本
な
ら
び
に
先
行
す
る
訓
読
文
・
現
代
語
訳
と
を
挙
げ
、
最
後
に
本
稿
に
お
け
る
成
果
報
告
の
範
囲
と
凡
例
と
を
示
す
。
【
内
容
】
『
摧
邪
輪
』（
三
巻
）
は
、
明
恵
房
高
弁
（
一
一
七
三
〜
一
二
三
二
年
。
以
下
明
恵
）
に
よ
っ
て
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
に
、
法
然
房
源
空
（
一
一
三
三
〜
一
二
一
二
年
。
以
下
法
然
）
撰
『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
以
下
『
選
択
集
』、
一
一
九
八
年
）
の
内
容
に
対
し
て
、
法
然
の
（
誤
っ
た
と
す
る
）
仏
教
解
釈
を
糺
す
た
め
に
撰
述
さ
れ
た
書
で
あ
る
。
明
恵
が
批
判
し
糺
さ
ん
と
す
る
内
容
は
、
大
き
な
過
失
と
し
て
「
撥
去
菩
提
心
過
失
」
と
「
以
聖
道
門
譬
群
賊
過
失
」
で
あ
る
。
就
中
、
前
者
に
は
五
種
の
過
失
（
附
、
第
五
門
決
之
余
）
を
挙
げ１
）
、
撰
述
の
翌
年
に
は
『
摧
邪
輪
荘
厳
記
』
を
著
わ
し
、
冒
頭
に
お
い
て
、『
選
択
集
』
に
は
大
小
十
六
の
過
失
が
あ
り
、『
摧
邪
輪
』
で
は
十
三
種
を
、『
荘
厳
記
』
で
は
三
種
を
批
判
し
た
と
す
る２
）
。
明
恵
は
巻
上
の
始
め
に
、『
選
択
集
』
を
批
判
す
る
理
由
を
述
べ
、
次
い
で
、
批
判
の
基
本
的
立
場
と
し
て
、
自
身
の
「
菩
提
心
観
」・「
大
乗
仏
教
観
」・「
善
導
解
釈
」
等
を
明
示
す
る
。
こ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
巻
上
に
は
五
種
の
批
判
の
内
、
第
一
か
ら
第
三
ま
で
を
、
巻
中
に
は
第
四
と
第
五
を
、
巻
下
に
は
第
五
門
決
之
余
二
五
明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中
訓
・
註
試
稿
（
米
澤
実
江
子
）
と
「
以
聖
道
門
譬
群
賊
過
失
」
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
批
判
を
展
開
す
る
。
【
諸
本３
）
】
写
本
※
以
下
に
は
、
鎌
田
茂
雄
・
田
中
久
夫
校
注
『
鎌
倉
旧
仏
教
続
・
日
本
仏
教
の
思
想
３
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
。
以
下
『
鎌
倉
旧
仏
教
』）「
収
載
書
解
題
」
掲
載
の
二
本
を
挙
げ
る
。
①
仁
和
寺
所
蔵
。
「
巻
上
」
正
和
五
年
（
一
三
一
六
）
書
写
・「
巻
中
」
元
応
元
年
（
一
三
一
九
）
書
写
・「
巻
下
」
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
書
写
の
、
三
巻
各
由
来
を
異
に
す
る
書
写
本
を
、
怡
が
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
に
校
点
を
加
え
て
書
写
し
た
（
取
集
本
）。
②
高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
。
神
護
寺
禅
海
に
よ
る
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
書
写
本
を
、
丹
波
神
尾
山
寺
栄
海
が
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
に
書
写
。
版
本③
古
活
字
版
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
・
叡
山
文
庫
所
蔵
。
④
寛
永
年
間
版
佛
教
大
学
図
書
館
・
他
所
蔵
。
翻
刻⑤
『
増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経
』
七
四
「
華
厳
宗
章
疏
三
」（
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
七
四
年
。
底
本
、
寛
永
年
間
版
）。
⑥
『
浄
土
宗
全
書
』
八
（
底
本
、
寛
永
年
間
版
）。
⑦
『
鎌
倉
旧
仏
教
』（
底
本
、
寛
永
年
間
版
）。
【
訓
読
文
・
訳
・
註
】
訓
読
文
⑧
（
巻
上
・
中
・
下
）
安
藤
文
雄
編
『『
摧
邪
輪
』
於
一
向
専
修
選
択
集
中
摧
邪
輪
）三
巻
・『
摧
邪
輪
荘
厳
記
』
一
巻
』（
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
、
一
九
九
六
年
。
底
本
、『
鎌
倉
旧
仏
教
』
掲
載
翻
刻
〔『
摧
邪
輪
荘
厳
記
』
は
寛
永
三
年
版
〕）。
⑨
（
巻
上
）『
鎌
倉
旧
仏
教
』（
底
本
、
寛
永
年
間
版
）。
現
代
語
訳
（
巻
上
）
佐
藤
成
順
訳
「
摧
邪
輪
（
抄
）」（
塚
本
善
隆
責
任
編
集
『
日
本
の
名
著
５
法
然
』
中
央
公
論
新
社
、
一
九
八
三
年
以
下
、『
法
然
』
。
底
本
、
寛
永
年
間
版
）。
校
・
補
註
（
巻
上
）『
鎌
倉
旧
仏
教
』
書
き
下
し
頁
頭
注
（
巻
上
）『
法
然
』
（
巻
中
・
下
）
末
木
文
美
士
「『
摧
邪
輪
』
巻
中
・
下
引
用
出
典
注
記
」
（『
佛
教
文
化
』
第
十
四
巻
十
七
号
、
一
九
八
四
年
）。
【
報
告
範
囲
】
巻
中
は
、「
撥
去
菩
提
心
過
失
」
中
の
批
判
（
第
四
・
第
五
）
で
あ
り
、
既
に
巻
上
に
お
い
て
明
示
し
た
基
本
的
立
場
を
ふ
ま
え
た
上
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
文
中
に
お
い
て
は
、「
如
上
述
」
と
す
る
他
、
上
巻
に
引
用
し
た
典
籍
な
ら
び
に
重
複
す
る
記
述
（
説
明
）
に
つ
い
て
は
、
詳
細
を
省
略
し
た
上
で
批
判
内
容
に
即
し
た
見
解
の
み
を
述
べ
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
研
究
班
二
六
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
創
刊
号
で
は
巻
上
の
作
業
は
課
題
で
は
な
い
た
め
、
当
研
究
班
と
し
て
の
巻
上
の
内
容
を
巻
中
の
現
代
語
訳
に
反
映
さ
せ
る
よ
り
良
い
解
決
方
法
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
本
来
で
あ
れ
ば
現
代
語
訳
ま
で
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
「
現
代
語
訳
」
を
除
き
、
翻
刻
の
他
に
「
訓
読
文
」
と
「
註
記
」
の
み
を
挙
げ
、
ま
た
紙
数
の
都
合
上
「
巻
中
冒
頭
よ
り
五
丁
裏
」
ま
で
を
挙
げ
て
「
試
稿
」
と
し
た
。
【
凡
例
】（『
摧
邪
輪
』
班
）
一
、
底
本
は
、
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
「
寛
永
年
間
版
（
準
貴
重
書
Ｇ
極
楽
寺
╱
３
７
７
）」
で
あ
る
。
一
、
始
め
に
訓
読
該
当
箇
所
を
翻
刻
し
、
次
に
訓
読
文
と
そ
の
註
記
（
通
し
番
号
）
を
挙
げ
た
。
一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
底
本
の
字
体
を
残
し
、
書
き
下
し
に
際
し
て
、
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
一
、
翻
刻
部
、【
】
の
中
、
丁
数
と
オ
（
ウ
）
を
示
す
場
合
は
、
底
本
の
丁
数
と
そ
の
表
（
裏
）
を
指
し
、
漢
数
字
と
上
（
下
）
を
示
す
場
合
は
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
本
刻
部
の
頁
と
そ
の
上
（
下
）
を
指
す
。
一
、
は
原
割
註
。
一
、
訓
読
文
に
お
い
て
、
訓
点
は
原
則
底
本
に
従
い
つ
つ
適
宜
補
っ
た
。
一
、
訓
読
文
に
お
い
て
、
典
籍
引
用
部
は
改
行
し
て
二
文
字
下
げ
た
。
ま
た
引
用
末
の
「
〜
云
々
（
云
云
）」
は
、「
〜
、
と
云
々
（
云
云
）。」
と
し
た
。
一
、
訓
読
文
に
お
い
て
、
明
恵
の
設
問
と
そ
の
答
え
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
行
し
た
。
一
、
註
記
に
お
け
る
引
用
出
典
の
略
称
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
『
昭
法
全
』（『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』）
『
浄
全
』（『
浄
土
宗
全
書
』）
『
大
正
蔵
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』）
『
望
仏
』（『
望
月
佛
教
大
辞
典
』
増
訂
版
）
『
中
仏
』（
中
村
元
著
『
広
説
佛
教
語
大
辞
典
』）
『
織
田
仏
』（
織
田
得
能
著
『
織
田
佛
教
大
辞
典
』）
『
大
漢
和
』（
諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞
典
』）
『
日
国
』（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
）
註1
）
『
鎌
倉
旧
仏
教
』、
三
一
八
〜
三
一
九
頁
上
。
2
）
『
浄
土
宗
全
書
』
八
、
一
〇
〇
頁
上
。
3
）
『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』
三
、
六
四
三
頁
。『
佛
書
解
説
大
辞
典
』
四
、
四
五
頁
。『
鎌
倉
旧
仏
教
』
五
一
一
〜
五
一
六
頁
。
拙
稿
「
六
波
羅
蜜
寺
所
蔵
『
摧
邪
輪
』
に
つ
い
て
」（『
髙
橋
弘
次
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
浄
土
学
佛
教
学
論
叢
』
一
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）
等
参
照
。
高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
本
は
、
も
と
高
山
寺
に
あ
っ
た
写
本
の
転
写
本
で
あ
り
、
袋
中
良
定
（
一
五
五
二
〜
一
六
三
九
年
）
が
晩
年
に
抄
写
・
付
自
註
し
て
作
成
し
た
『
摧
邪
輪
抄
書
』
の
底
本
と
し
た
『
摧
邪
輪
』
と
同
一
祖
本
で
あ
る
（
拙
稿
「
檀
王
法
林
寺
所
蔵
袋
中
良
定
『
摧
邪
輪
抄
書
』
に
つ
い
て
」
藤
本
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
法
然
仏
教
の
諸
相
』
法
藏
館
、
二
〇
一
四
年
参
照
）。
〔
付
記
〕
当
研
究
班
研
究
課
題
の
底
本
と
し
て
、
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
本
を
使
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
佛
教
大
学
図
書
館
の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
研
究
班
始
動
当
初
は
、
研
究
班
外
よ
り
本
庄
良
文
先
生
・
服
部
純
啓
氏
に
ご
参
加
頂
き
、
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。二
七
明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中
訓
・
註
試
稿
（
米
澤
実
江
子
）
【
一
丁
オ
╱
三
四
〇
頁
上
】
於テ
一
向
修
宗
選
集ノ
中ニ
摧ク
邪ヲ
輪
巻
中
至
第
五
門
決
一
半
訓
一
向
専
修
宗
選
択
集
の
中
に
於
て
邪
を
摧
く
輪
巻
中
第
五
門
に
至
り
て
一
半
を
決
す
從リ
此
第
四ニ
破セ
云ヒ
雙
經ニ
不スト
説カ
菩
提
心ヲ
ニ
云フ
弥
ノ
一
教
止
住ノ
時
無ント
菩
提
心
過ヲ
者ハ
集ニ
曰ク
末
法
萬
年ノ
後
餘
行
悉ク
滅シテ
特ニ
留ムル
念
佛ヲ
之
文
無
量
壽
經
下
巻
云ク
當
來
之ノ
丗ニ
經
道
滅
盡セムニ
我レ
以テ
慈
悲ヲ
哀
愍シテ
特ニ
留メテ
此ノ
經ヲ
止
住セシムルコト
百
歳ナリ
其レ
有テ
衆
生
値ハム
此ノ
經ニ
者ハ
隨テ
意ノ
所
願ニ
皆
可シ
得
度ス
ル
ヲ
私
云
○
此ノ
經ノ
止
住ト
者ハ
即チ
念
佛ノ
止
住
也
所
以
然ル
者ハ
此ノ
經ニハ
雖トモ
有ト
菩
提
心ノ
之
言
未タス
説カ
菩
提
心ノ
之
行
相ヲハ
〇
而モ
説クコト
菩
提
心ノ
行
相ヲ
者ハ
廣クハ
在リ
菩
提
心
經
等ニ
彼ノ
經
先
滅シナハ
菩
提
心ノ
之
行
【
一
丁
ウ
】
何ニ
因テカ
修セム
之ヲ
巳
上
集
文
訓
此
れ
よ
り
第
四
に
、『
双
巻
経
』
に
菩
提
心
を
説
か
ず
と
云
ひ
、
び
に
弥
陀
の
一
教
止
住１
）
の
時
、
菩
提
心
無
か
ら
ん
と
云
ふ
過
を
破
せ
ば
、『
集
』
に
曰
く
。
末
法
万
年
の
後
、
余
行２
）
悉
く
滅
し３
）
て
、
特
に
念
仏
を
留
む
る
の
文
。
『
無
量
寿
経
』
下
巻
に
云
く
、「
当
来４
）
の
世５
）
に
経
道６
）
滅
尽７
）
せ
ん
に
、
我
れ
慈
悲
を
以
て
哀
愍８
）
し
て
、
特
に
此
の
『
経
』
を
留
め
て
止
住
せ
し
む
る
こ
と
百
歳
な
り
。
其
れ
、
衆
生
有
り
て
、
此
の
『
経
』
に
値
わ
ん
者
は
、
意９
）
の
所
願
に
隨
ひ
て
、
皆
度
す
る10
）
こ
と
を
得
べ
し11
）
」
私
に
云
く
○
此
の
『
経
』
の
止
住
と
は
、
即
ち
念
仏
の
止
住
な
り
。
然
る
所
以
は
、
此
の
『
経
』
に
は
、
菩
提
心
の
言
有
り
と
雖
も
、
未
だ
菩
提
心
の
行
相12
）
を
ば
説
か
ず
。
○
而
も
、
菩
提
心
の
行
相
を
説
く
こ
と
は
、
広
く
は
『
菩
提
心
経
』
等
に
在
り
。
彼
の
『
経
』
先
に
滅
し
な
ば
、
菩
提
心
の
行
、
何
に
因
て
か
之
を
修
せ
ん
。
已
上
『
集
』
文13
）
註1
）
「
止
住
」、
と
ど
ま
り
住
す
る
事
・
住
む
事
（『
日
国
』
六
、
六
六
九
頁
）。
2
）
「
余
行
」、
念
仏
以
外
の
修
行
・
雑
行
（『
中
仏
』
下
、
一
七
〇
〇
頁
）。
3
）
「
悉
滅
」、
す
っ
か
り
ほ
ろ
び
る
こ
と
（『
日
国
』
六
、
八
六
八
頁
）。
4
）
「
当
来
」、
来
世
・
来
る
べ
き
世
・
将
来
（『
中
仏
』
下
、
一
二
五
二
頁
）。
5
）
「
世
」、
あ
る
時
代
（『
日
国
』
十
三
、
四
六
六
〜
四
六
七
頁
）。
6
）
「
経
道
」、
経
典
に
説
く
道
（『
織
田
仏
』
二
五
一
頁
）。
仏
の
教
え
。
経
文
に
説
か
れ
て
い
る
教
え
。
仏
道
（『
日
国
』
四
、
四
七
五
頁
）。【
参
考
】『
経
』
の
意
。
7
）
「
滅
尽
」、
ほ
ろ
び
つ
き
る
こ
と
。
め
ち
じ
ん
。
物
を
形
跡
を
と
ど
め
な
い
ほ
ど
に
消
滅
さ
せ
る
こ
と
（『
日
国
』
十
二
、
一
一
五
四
頁
）。
8
）
「
哀
愍
」、
神
仏
等
が
人
々
を
哀
れ
ん
で
情
け
を
か
け
る
事
（『
日
国
』
一
、
六
四
頁
）。
9
）
「
意
」、
思
慮
・
心
・
思
い
・
意
識
・
意
向
（『
中
仏
』
上
、
三
八
頁
）。
考
え
・
心
に
決
め
た
事
・
志
し
（『
日
国
』
一
、
七
六
〇
頁
）。
10
）
「
度
す
る
」、「
渡
す
」
の
意
、
迷
い
の
此
岸
か
ら
さ
と
り
の
彼
岸
に
渡
し
救
う
こ
と
、
救
い
、
教
化
（『
中
仏
』
下
、
一
二
二
八
頁
）。【
参
考
】
苦
を
脱
す
る
。
11
）
『
無
量
寿
経
』（『
大
正
蔵
』
十
二
、
二
七
九
頁
上
）。
12
）
「
行
相
」、【
仏
教
語
】
心
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
お
こ
る
対
象
の
認
識
。
は
た
ら
き
・
心
の
は
た
ら
き
・「
行
」
と
は
心
が
お
も
む
く
事
「
相
」
と
は
こ
れ
を
受
け
取
る
事
（『
中
仏
』
上
、
二
九
四
頁
）。
13
）
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
第
六
章
（『
昭
法
全
』
三
二
五
頁
）。
二
八
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
創
刊
号
決
曰
汝カ
之
所ノ
知ル
菩
提
心ト
者ハ
其ノ
躰
是レ
何ニ
物ソ
乎ヤ
此ノ
經ニ
説ク
四
十
八
願ヲ
豈ニ
非ス
菩
提
心ニハ
耶ヤ
如
廣
釋
菩
堤
心
論ノ
第
一ニ
云カ
菩
提
心ニ
有
二
種
一ハ
願
心
二ニハ
分
位
心
云
云
又
孔
目
章ノ
第
二
發
菩
提
心
章ニ
云
菩
提
心ト
者ハ
菩
提ハ
梵
語
此ニハ
翻シテ
名ク
果
道ト
果
德
圓
通スルカ
故ニ
曰
菩
提ト
於テ
大
菩
提ニ
起シテ
意ヲ
趣
求スルカ
故ニ
名ク
發
菩
提
心ト
然モ
此ノ
發
心
經ニ
亦タ
名ク
願ト
要シテ
大
菩
提ヲ
令シムルカ
來キタシ
属セ
巳ニ
故ニ
名ク
願ト
訓
決
し
て
曰
く
。
汝
が
知
る
所
の
菩
提
心
と
は
、
其
の
体14
）
、
是
れ
何
物
ぞ
や
。
此
の
『
経
』
に
四
十
八
願
を
説
く
。
豈
に
菩
提
心
に
は
非
ず
や
。『
広
釈
菩
提
心
論
』
の
第
一
に
云
ふ
が
ご
と
し
。
菩
提
心
に
二
種
有
り
。
一
に
は
願
心15
）
、
二
に
は
分
位
心16
）
、17
）
と
云
云
又
『
孔
目
章
』
の
「
第
二
発
菩
提
心
章
」
に
云
く
。
菩
提
心
と
は
、
菩
提
は
梵
語
、
此
に
は
翻
じ
て
果
道18
）
と
名
づ
く
。
果
徳19
）
円
通20
）
す
る
が
故
に
菩
提
と
曰
ふ
。
大
菩
提
に
於
て
、
意
を
起
し
て21
）
趣
求22
）
す
る
が
故
に
発
菩
提
心
と
名
づ
く
。
然
も
此
の
発
心23
）
、『
経24
）
』
に
も
亦
、
願
と
名
づ
く
。
大
菩
提
を
要
し
て
己おのれに
来
25
）
た
し
属
せ
し
む
る
が
故
に
願
と
名
づ
く26
）
、
と
。
註14
）
「
体
」、
本
体
・
そ
の
も
の
自
体
・
実
体
・
根
本
の
も
の
・
本
質
・
性
・
自
体
（『
中
仏
』
中
、
一
一
〇
〇
頁
）。
15
）
「
願
心
」、
ね
が
う
心
・
願
い
を
起
こ
す
心
・
さ
と
り
ま
た
は
浄
土
往
生
等
を
ね
が
う
心
（『
中
仏
』
上
、
二
三
八
頁
）。【
参
考
】
誓
願
（
誓
う
こ
と
）。
16
）
「
分
位
心
」
↓
「
分
位
」
状
態
・
変
化
発
展
の
段
階
（『
中
仏
』
下
、
一
四
七
一
頁
）。【
参
考
】
プ
ラ
ス
タ
ー
ナ
（
発
趣
・
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
人
の
メ
ン
タ
ル
）。
17
）蓮
華
戒
造
、
施
護
訳
『
広
釈
菩
提
心
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、
五
六
四
頁
、
中
）。
18
）
「
果
道
」、
果
徳
に
通
入
す
る
道
路
（『
摧
邪
輪
』
中
、
三
丁
オ
参
照
）。
19
）
「
果
徳
」、
結
果
に
そ
な
わ
っ
た
功
徳
・
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
に
常
楽
我
浄
の
四
徳
が
あ
る
・
さ
と
り
の
上
の
功
徳
（『
中
仏
』
上
、
二
一
八
頁
）。
20
）
「
円
通
（
え
ん
づ
う
）」、
絶
対
の
真
理
は
全
て
の
物
に
あ
ま
ね
く
行
き
渡
っ
て
い
る
の
意
味
・「
周
円
融
通
」
の
略
・
仏
菩
薩
の
悟
り
の
境
地
・
心
性
は
普
遍
で
あ
る
事
を
「
円
」
と
い
い
、
そ
の
妙
用
が
自
在
な
事
を
「
通
」
と
い
う
（『
中
仏
』
上
、
一
四
二
頁
）。「
円
通
」、
①
あ
ま
ね
く
通
じ
達
し
て
い
る
こ
と
。
②
仏
語
。
仏
菩
薩
の
悟
り
は
円
遍
融
通
し
て
、
作
用
自
在
で
あ
る
こ
と
（『
日
国
』
二
、
七
六
九
頁
）。
21
）
「
起
意
」、
考
え
を
起
こ
す
。
考
え
始
め
る
（『
大
漢
和
』
十
、
八
三
五
頁
）。
22
）
「
趣
求
」、
願
う
事
（『
中
仏
』
中
、
七
八
八
頁
）。
23
）「
発
心
」、
①
信
仰
の
道
に
入
る
心
を
起
こ
す
こ
と
。
特
に
、
仏
教
で
、
菩
提
心
を
発
す
る
こ
と
。
仏
の
悟
り
を
得
よ
う
と
す
る
心
を
起
こ
す
こ
と
。
仏
道
に
は
い
る
こ
と
。
出
家
す
る
こ
と
。
発
菩
提
心
。
発
意
。
発
起
。
発
信
。
②
思
い
立
っ
て
あ
る
物
事
を
始
め
る
こ
と
。
発
起
（『
日
国
』
十
二
、
一
四
二
頁
）。
（
24
）『
経
』、【
参
考
】『
菩
薩
地
持
経
』「
菩
薩
初
發
心
。
是
一
切
正
願
始
」（『
大
正
蔵
』
三
〇
、
八
八
九
頁
中
〔
高
峯
了
州
「
華
厳
孔
目
章
解
説
（
二
）」
『
南
都
仏
教
』
一
二
、
一
九
六
二
〕）。
（
25
）「
已
」、『
孔
目
章
』「
来
属
己
」
に
よ
っ
て
訂
正
。【
用
例
】
三
丁
オ
三
行
「
已
心
」（
己
心
）。
（
26
）
智
『
華
厳
経
内
章
門
等
雑
孔
目
章
』（『
大
正
蔵
』
四
五
、
五
四
九
頁
上
）。
天
台
経ノ
ニ
釋シテ
經ノ
發
菩
提
心ノ
言ヲ
曰ク
菩
提
心ハ
是レ
願
起シテ
意ヲ
趣
向スルヲ
名テ
爲ス
發
心ト
菩
提ハ
是レ
道
佛
果
圓
通スルヲ
説テ
爲
菩
提ト
慧
遠ノ
經ノ
【
三
四
〇
頁
下
】
ニ
云ク
發
菩
提
心ハ
明ス
起
願ヲ
也
菩
提ハ
是レ
道
佛
果
圓
通スルヲ
テ
【
二
丁
オ
】
爲ス
菩
提ト
起シテ
意ヲ
趣
向スルヲ
名テ
爲ス
發
心ト
要ヲモテ
而
謂イヘハ
之ヲ
如ク
佛
所
得ノ
我モ
亦
當ニシ
得ウ
如
是
等
也
訓
二
九
明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中
訓
・
註
試
稿
（
米
澤
実
江
子
）
天
台27
）
『
観
経
の
疏
』
に
『
経
』
の
発
菩
提
心
の
言
を
釈
し
て
曰
く
。
菩
提
心
は
是
れ
意
を
願
起
し
て
趣
向28
）
す
る
を
、
名
づ
け
て
発
心
と
為
す
。
菩
提
は
是
れ
道29
）
、
仏
果30
）
円
通
す
る
を
説
き
て
菩
提
と
為
す31
）
、
と
。
慧
遠32
）
の
『
観
経
の
疏
』
に
云
く
。
発
菩
提
心
は
、
起
願33
）
を
明
か
す
な
り
。
菩
提
は
是
れ
道
、
仏
果
円
通
す
る
を
説
き
て
菩
提
と
為
す
。
意
を
起
し
て
趣
向
す
る
を
、
名
づ
け
て
発
心
と
為
す
。
要
を
も
て
之
を
謂
へ
ば
、
仏
所
得
の
ご
と
く
、
我
も
亦
、
当
に
得
べ
し
。
是
の
ご
と
き
等
な
り34
）
、
と
。
註27
）
「
天
台
」、
智
・
智
者
大
師
・
天
台
大
師
。
天
台
宗
の
開
祖
（『
隋
天
台
智
者
大
師
』〔『
大
正
蔵
』
五
〇
、
一
九
一
頁
〕・『
望
仏
』
四
、
三
五
五
六
〜
三
五
五
七
頁
参
照
）。
28
）
「
趣
向
」、
目
的
を
定
め
て
そ
れ
に
向
か
っ
て
い
く
事
・
実
践
す
る
事
・
一
定
の
方
向
に
向
か
う
事
・
果
報
に
導
か
れ
る
事
・
お
も
む
く
事
（『
中
仏
』
中
、
七
九
三
頁
）。
目
指
す
事
に
向
か
っ
て
い
く
事
・
目
的
に
向
か
っ
て
進
む
事
・
お
も
む
き
・
心
持
ち
（『
日
国
』
六
、
一
三
六
一
頁
）。
29
）
「
道
」、
さ
と
り
へ
の
道
・
仏
道
・
人
間
の
ふ
み
行
う
べ
き
道
・
実
践
の
仕
方
。
30
）
「
仏
果
」、
仏
道
修
行
の
結
果
達
せ
ら
れ
た
仏
の
位
・
究
極
の
結
果
・
さ
と
り
（『
中
仏
』
下
、
一
四
五
一
頁
）。
31
）
天
台
『
観
無
量
寿
仏
経
疏
』（『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
九
一
頁
、
中
）
32
）
「
慧
遠
」、
慧
遠
・
浄
影
寺
慧
遠
（『
続
高
僧
伝
』〔『
大
正
蔵
』
五
〇
、
四
八
三
〜
四
八
四
頁
・『
望
仏
』
一
、
二
六
三
〜
二
六
四
頁
参
照
）。
33
）
「
起
願
」、
神
仏
に
祈
願
す
る
こ
と
。
願
を
立
て
る
こ
と
（『
日
国
』
三
、
一
二
一
四
頁
）。
34
）
慧
遠
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』（『
大
正
蔵
』
三
七
、
一
七
八
頁
、
中
）。
不
空
三
蔵
菩
提
心
義ニ
引テ
大
日
経ノ
ヲ
云ク
發
菩
提
心ト
者ハ
謂ク
生シテ
決
定ノ
誓
願ヲ
一
向ニ
志
求スルナリ
一
切
智
智ヲ
必ス
當ニシ
普ク
度ス
法
界ノ
衆
生ヲ
此ノ
心
由シ
如シ
旗ノ
是レ
衆
行ノ
尊
首
由シ
如シ
種
子ノ
是レ
萬
德ノ
根
本
若シ
不スハ
發サ
此ノ
心ヲ
亦タ
如
未タ
詫セ
歌
羅
羅ニ
則
大
悲
胎
藏ニ
何ソ
所ラレムヤ
養
育セ
云
云
自
他
宗
顯
密
二
教ノ
定
判
如シ
是
訓
不
空
三
蔵35
）
『
菩
提
心
義
』
に
『
大
日
経
の
疏36
）
』
を
引
き
て
云
く
。
発
菩
提
心
と
は
、
謂
く
、
定37
）
の
誓
願38
）
を
生
じ
て
一
向39
）
に
一
切
智
智40
）
を
志
求41
）
す
る
な
り
。
必
ず
、
当
に
普
く
法
界42
）
の
衆
生
を
度
す
べ
し
。
此
の
心
、
由
し
旗43
）
の
ご
と
し
。
是
れ
衆
行44
）
の
尊
首
。
由
し
種
子
の
ご
と
し
、
是
れ
万
徳45
）
の
根
本
。
若
し
此
の
心
を
発
さ
ず
ん
ば
、
亦
た
未
だ
歌か
羅ら
羅ら46
）
託
カ
）
に
詫
せ
ざ
る
が
ご
と
し
。
則
ち
大
悲47
）
胎
臓48
）
に
何
ぞ
養
育
せ
ら
れ
ん
や49
）
、
と
云
云
。
自
他
宗
、
顕
密
二
教
の
定
判50
）
、
是
の
ご
と
し
。
註35
）
「
不
空
三
蔵
」、
不
空
・
不
空
金
剛
・
真
言
付
法
第
七
祖
（『
大
唐
故
大
徳
贈
司
空
大
弁
正
広
智
不
空
三
蔵
行
状
』〔『
大
正
蔵
』
五
〇
、
二
九
二
頁
〜
。『
望
仏
』
五
、
四
三
八
五
〜
四
三
八
六
頁
参
照
）。
36
）
一
行
『
大
毘
盧
遮
那
仏
経
疏
』（『
大
正
蔵
』
三
九
、
六
一
一
頁
、
下
）。
37
）
「
決
定
」、
あ
る
こ
と
が
定
ま
っ
て
動
か
な
い
こ
と
。「
決
定
思
」
三
思
の
一
つ
（
こ
と
を
な
そ
う
と
決
定
し
た
思
い
）（
中
仏
』
上
、
三
八
一
頁
）。
38
）
「
誓
願
」、
心
に
願
う
事
・
願
い
・
衆
生
を
救
お
う
と
い
う
願
い
・（『
中
仏
』
中
、
九
九
八
頁
）。
39
）
「
一
向
」、
心
を
一
方
に
ひ
た
す
ら
向
け
、
他
の
事
を
顧
み
な
い
・
ひ
た
す
ら
・
た
だ
一
筋
・
専
一
（『
中
仏
』
上
、
六
五
頁
）。
40
）
「
一
切
智
智
」、
全
て
を
知
り
尽
く
す
智
・
全
知
者
（
仏
）
の
智
・
一
切
の
智
の
中
の
最
も
勝
れ
た
智
（『
中
仏
』
上
、
六
九
頁
）。
三
〇
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
創
刊
号
41
）
「
志
求
」、
自
分
か
ら
志
し
て
求
め
る
事
（『
日
国
』
六
、
五
八
〇
頁
）。
42
）
「
法
界
」、【
大
乗
仏
教
】
宗
教
的
本
源
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
・
法
の
根
源
・
全
宇
宙
の
存
在
を
「
法
」
す
な
わ
ち
真
理
の
顕
れ
と
み
て
こ
れ
を
真
如
の
同
義
語
に
使
う
・
法
の
世
界
・
真
理
の
現
れ
と
見
て
真
如
の
同
義
語
に
使
う
・
真
理
そ
の
も
の
と
し
て
ブ
ッ
ダ
す
な
わ
ち
法
身
と
同
義
で
あ
る
・
全
宇
宙
・【
華
厳
教
学
】
一
面
で
は
世
界
や
宇
宙
と
道
義
、
他
面
で
は
真
如
や
法
性
と
同
じ
（『
中
仏
』
下
、
一
五
三
〇
頁
）。
43
）
「
旗
（
は
ん
き
）」、
は
た
（『
大
漢
和
』
四
、
四
七
五
頁
）。
44
）
「
衆
行
」、
群
が
り
行
く
・
群
行
（『
大
漢
和
』
八
、
二
一
八
頁
）。
45
）
「
万
徳
」、
多
く
の
徳
行
・
多
く
の
功
徳
（『
日
国
』
十
二
、
五
八
一
頁
）。
仏
の
あ
ら
ゆ
る
美
徳
・
数
え
切
れ
な
い
多
く
の
功
徳
（『
中
仏
』
下
、
一
五
七
五
頁
）。
46
）
「
歌
羅
羅
」
↓
「
邏
藍
（
か
ら
ら
ん
）」
体
内
の
五
位
の
一
つ
・
受
胎
の
初
め
か
ら
七
日
間
の
間
・
胎
児
の
状
態
（『
中
仏
』
上
、
二
二
四
頁
）。
47
）
「
大
悲
」、
大
い
な
る
あ
わ
れ
み
（『
中
仏
』
中
、
一
一
三
二
頁
）。
48
）
「
胎
蔵
」、
母
胎
・
子
宮
・
胎
児
（『
中
仏
』
中
、
一
一
二
五
頁
）。
49
）
『
菩
提
心
義
』（『
大
正
蔵
』
四
六
、
九
八
八
頁
、
上
）。
50
）
「
定
判
」、
決
定
的
な
判
定
・
解
釈
（『
中
仏
』
中
、
八
九
三
頁
）。
約セハ
浄
土
宗ニ
如
善
導
經ノ
ノ
第
二ニ
云カ
言
發
菩
提
心ト
者ハ
此ハ
明ス
衆
生ノ
欣
心
趣
大ヲ
等
云
云
具
如
上
引
此レ
又タ
明スニ
菩
提
心ノ
義ヲ
以テ
善
願ヲ
爲セリ
本ト
道
綽ノ
安
集ニ
又
引テ
浄
土
論ヲ
明セリ
此ノ
義ヲ
非ス
唯
限ルニ
顯
密
二
教ノ
定
判ニ
浄
土
宗
亦
以テ
同シ
之コレ
訓
浄
土
宗
に
約
せ
ば
、
善
導
『
観
経
の
疏
』
の
第
二
に
云
ふ
が
ご
と
し
。
発
菩
提
心
と
言
ふ
は
、
此
れ
は
衆
生
の
欣
心
趣
大
を
明
す51
）
、
等
と
云
云
。
具
さ
に
は
上52
）
に
引
く
が
ご
と
し
。
此
れ
又
た
菩
提
心
の
義
を
明
す
に
、
善
願53
）
を
以
て
本
と
せ
り
。
道
綽54
）
の
『
安
楽
集
』
に
『
浄
土
論55
）
』
を
引
き
て
此
の
義
を
明
せ
り56
）
。
唯
だ
、
顕
密
二
教57
）
の
定
判
に
限
る
に
非
ず
。
浄
土
宗
も
亦
以
て
之
に
同
じ
。
註51
）
善
導
『
観
無
量
寿
仏
経
疏
』
第
二
（『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
六
〇
頁
、
上
）。
52
）
「
上
」、
巻
上
、
六
丁
オ
〜
。
53
）
「
善
願
」
善
い
願
い
・
善
を
行
な
う
人
々
の
希
望
（『
中
仏
』
中
、
一
〇
二
六
頁
）。
54
）
「
道
綽
」、
道
綽
禅
師
・
西
河
禅
師
（『
往
生
西
方
浄
土
隨
応
伝
』〔『
大
正
蔵
』
五
一
、
一
〇
五
頁
〜
・『
望
仏
』
四
、
三
八
七
四
〜
三
八
七
五
頁
参
照
）。
55
）
世
親
『
浄
土
論
』（『
大
正
蔵
』
四
〇
、
八
四
二
頁
）。
56
）
『
安
楽
集
』（『
大
正
蔵
』
三
七
、
七
頁
、
下
）。
57
）
「
顕
密
二
教
」、
顕
教
（
あ
ら
わ
な
教
え
）
と
密
教
（
秘
密
な
教
え
）（『
中
仏
』
上
、
四
一
五
頁
）。
是ノ
故ニ
富ニシ
知ル
四
十
八
【
二
丁
ウ
】
願
者ハ
弥
如
來
在シ
因
地ニ
時
以テ
衆
生ヲ
爲シテ
所
縁ト
愛
ス
萬
德
所
成ノ
依
正ヲ
攝
取シテ
彼ノ
功
德ヲ
令シムルカ
來シ
属セ
巳レニ
故ニ
名クル
願ト
也
此レ
言イハ
非スト
菩
提
心ニ
者ハ
四
十
八
願
其ノ
体
是レ
爲セム
何
等トカ
乎ヤ
訓
是
の
故
に
、
当
に
知
る
べ
し
。
四
十
八
願
は
弥
陀
如
来
因
地58
）
に
在
り
し
時
、
衆
生
を
以
て
所
縁59
）
と
為
し
て
、
万
徳
所
成6
）
の
依
正61
）
を
愛
楽
す
。
彼
の
功
徳
を
摂
取62
）
し
て
己
れ
に
来
し
属
せ
し
む
る
が
故
に
願
と
名
づ
く
る
な
り
。
此
れ
菩
提
心
に
非
ず
と
言
は
ば
、
四
十
八
願
、
其
の
体
、
是
れ
何
等
と
か
為
ん
や
。
註58
）
「
因
地
」、
未
だ
完
成
を
見
な
い
出
発
点
の
時
・
仏
と
な
る
た
め
の
原
因
と
し
て
の
修
行
の
階
梯
・
修
行
の
段
階
（『
中
仏
』
上
、
八
七
頁
）。
59
）
「
所
縁
」、
仏
語
。
認
識
主
観
で
あ
る
心
の
対
象
と
し
て
精
神
作
用
を
ひ
き
起
こ
さ
せ
る
客
観
。
心
が
認
識
す
る
対
象
と
な
る
も
の
。
能
縁
に
対
し
て
い
う
語
（『
日
国
』
七
、
三
〇
九
頁
）。
三
一
明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中
訓
・
註
試
稿
（
米
澤
実
江
子
）
60
）
「
成
す
」、
出
来
上
が
る
・
仕
上
が
る
・
定
ま
る
・
終
わ
る
・
お
こ
る
・
な
す
（『
大
漢
和
』
五
、
八
頁
）。
生
む
・
つ
く
る
・
あ
る
行
為
を
す
る
・
行
な
う
（『
日
国
』
十
、
一
五
八
〜
一
五
九
頁
）。
61
）
「
依
正
」、
依
法
（
環
境
世
界
」
と
正
法
（
我
々
の
身
心
）・
国
土
と
そ
こ
に
住
む
人
々
・
国
土
と
衆
生
・
世
界
と
人
々
（『
中
仏
』
上
、
一
二
八
頁
）。
62
）
「
摂
取
」、
収
め
取
る
・
引
き
受
け
る
・
選
び
取
る
・（『
中
仏
』
中
、
一
〇
一
三
頁
）。
若
言イハ
雖トモ
ト
弥
如
來ノ
自ノ
菩
提
心ヲ
未タスト
説カ
因
位ノ
行
者ノ
菩
提
心ヲ
者ハ
諸
經
論ノ
中ニ
明スニハ
菩
提
心ヲ
テ
過
去
現
在ノ
諸
佛
菩
薩ノ
發
心ヲ
勸
進セリヽ
几
夫
行
者
佛
佛
道
同ナルカ
故ニ
此ノ
外ニ
更ニ
無シ
（
轍
カ
）
異
徹
雖トモ
有ト
コト
因
起ノ
次
第ヲ
是レ
又
不ス
限ラ
一
人ニ
三
丗
道
同
之
儀
式
也
若シ
ラハ
以テ
何ヲ
簡
別シテカ
可キ
云フ
不スト
カ
菩
提
心ヲ
乎ヤ
此ノ
言ハ
非
罵
詈シ
阿
弥
陀
如
來ヲ
毀
謗スルニ
生
経ヲ
乎ヤ
訓
若
し
、「
弥
陀
如
来
の
自
ら
の
菩
提
心
を
説
く
と
雖
も
、
未
だ
因
位
の
行
者
の
菩
提
心
を
説
か
ず
」
と
言
は
ば
、
諸
経
論
の
中
に
菩
提
心
を
明
す
に
は
、
過
去
・
現
在
の
諸
仏
・
菩
薩
の
発
心
を
説
き
て
、
凡
夫
行
者
を
勧
進63
）
せ
り
。
仏
仏
道
同64
）
な
る
が
故
に
、
此
の
外
に
更
に
マ
マ
）
異
徹
無65
）
し
。
因
起66
）
の
次
第
を
説
く
こ
と
有
り
と
雖
も
、
是
れ
又
一
人
に
限
ら
ず
、
三
世
道
同
の
儀
式67
）
な
り
。
若
し
尓
ら
ば
、
何
を
以
て
簡
別68
）
し
て
「
菩
提
心
を
説
か
ず
」
と
云
ふ
べ
き
や
。
此
の
言
は
、
阿
弥
陀
如
来
を
罵ば
詈69
）
し
、
往
生
経
を
毀
謗70
）
す
る
に
非
ず
や
。
註63
）
「
勧
進
」、
刺
激
す
る
事
・
進
め
る
事
・
人
を
進
め
て
仏
道
に
入
ら
せ
、
善
根
功
徳
を
積
ま
せ
る
事
（『
中
仏
』
上
、
二
八
三
頁
）。
64
）
「
仏
仏
道
同
」、【
参
考
】
曇
寂
『
大
日
経
住
心
品
疏
私
記
』「
一
切
如
来
平
等
種
子
者
。
即
指
前
業
寿
種
。
即
是
仏
種
故
。
一
切
諸
仏
皆
悉
從
此
種
子
而
生
。
故
云
一
切
如
来
平
等
種
子
。
平
等
者
。
仏
仏
道
同
義
也
」（『
大
正
蔵
』
六
十
、
四
七
二
頁
下
）。『
華
厳
一
乗
位
中
開
廓
心
境
仏
仏
道
同
仏
光
観
法
門
仏
光
観
広
次
第
）』
（『
明
恵
上
人
資
料
』
三
所
収
）。
65
）
「
異
徹
」
↓
「
異
轍
」、
規
則
則
ち
宗
旨
を
異
に
す
る
意
（『
中
仏
』
上
、
七
七
頁
）。
規
則
や
教
え
が
異
な
る
事
（『
日
国
』
一
、
一
二
二
〇
頁
）。
道
を
異
に
す
る
・
異
な
っ
た
道
（『
大
漢
和
』
七
、
一
一
二
三
頁
）。
66
）
「
因
起
」、
事
柄
の
起
こ
る
原
因
（『
中
仏
』
上
、
八
六
頁
）。
67
）
「
儀
式
」、
法
則
、
作
法
、
式
典
（『
中
仏
』
定
、
二
六
〇
頁
）。
68
）
「
簡
別
」、
え
ら
び
わ
け
る
（『
大
漢
和
』
八
、
八
五
三
頁
）。
69
）
「
罵
詈
」、
相
手
に
向
か
っ
て
悪
口
を
言
う
事
・
の
の
し
る
（『
日
国
』
十
、
一
四
二
五
頁
）。
70
）
「
毀
謗
」、
そ
し
る
（『
大
漢
和
』
六
、
七
八
七
頁
）。
次ニ
言フ
彼ノ
經
先ニ
滅シナハ
菩
提
心
之
行
何ニ
因カ
修セムト
之ヲ
此ノ
言ハ
何ノ
謂ソ
乎ヤ
念
佛
行
者
立ツ
ル
不スト
可ラ
有ル
菩
提
心
之
事
此ノ
言ハニ
【
三
丁
オ
】
弥ヨイヨ
顯
然
也
既ニ
立テ
念
佛
止
住ノ
之
義ヲ
然モ
撥
去ス
菩
提
心ヲ
非ス
唯
限ルニ
汝カ
之
在
丗ニ
令シテシム
萬
年
以
後ノ
念
佛
者ヲ
悉ク
断タタ
佛
【
三
四
一
頁
上
】
子ノ
（
称
カ
）
之
尓
ヲ
是レ
断スル
衆
生
之
慧
命ヲ
大
賊
也
訓
次
に
、彼
の
『
経
』
先
に
滅
し
な
ば
、
菩
提
心
の
行
、
何
に
よ
り
て
か
之
を
修
せ
ん71
）
と
言
ふ
。
此
の
言
ば
、
何
の
謂
ひ
ぞ
や
。「
念
仏
行
は
、
菩
提
心
有
る
べ
か
ら
ず
」
と
立
つ
る
事
、
此
の
言
ば
に
、
弥
い
よ
顕
然
な
り
。
既
に
念
仏
止
住
の
義
を
立
て
、
然
も
菩
提
心
を
撥
去
す
。
唯
だ
汝
が
在
世
の
み
に
限
る
に
非
ず
。
万
年
以
後
の
念
仏
者
を
し
て
、
悉
く
仏
子72
）
の
称
を
断
た
し
む
。
是
れ
衆
生
の
慧
命73
）
を
断
ず
る
大
賊74
）
三
二
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
創
刊
号
な
り
。
註71
）
『
選
択
集
』
第
六
章
（『
昭
法
全
』
三
二
五
頁
）。【
参
考
】『
摧
邪
輪
』
中
、
一
丁
ウ
に
て
引
用
。
72
）
「
仏
子
」、
仏
弟
子
・
仏
教
信
者
（『
中
仏
』
下
、
一
四
五
三
頁
）。
73
）
「
慧
命
」、
智
慧
を
命
に
譬
え
た
語
・
智
慧
の
法
身
を
寿
命
に
喩
え
た
語
・
衆
生
に
生
ま
れ
な
が
ら
に
具
わ
っ
て
い
る
法
性
（
さ
と
り
の
可
能
性
）
を
持
続
さ
せ
る
も
の
（『
中
仏
』
上
、
一
三
四
頁
）。
74
）
「
大
賊
」、
大
変
な
悪
事
を
は
た
ら
く
賊
（『
日
国
』
八
、
六
九
三
頁
）。
夫レ
菩
提
心ト
者
不ス
可ラ
求ム
外ニ
（
己
カ
）
即チ
巳
心ノ
性ナルカ
故ニ
未タス
可カラ
必シモ
爲ス
難ト
起シ
也
菩
提
心ト
者ハ
若シ
約セハ
法ニ
此ニハ
云フ
覺
心ト
或ハ
云
智
心ト
若シ
約セ
法
喩ニ
者ハ
或ハ
云フ
果
道ト
如シ
前ニ
出カ
果
德
圓
通スルカ
故ニ
謂ク
於テ
果
德ニ
通
入スル
之
道
路
也
果ト
者ハ
是レ
涅
槃
果
即
法
也
道ト
者ハ
是レ
因
即
喩
也
即
果カ
之
道
也
依
主
釋
也
如シ
法
界
無
差
別
論ニ
云カ
彼ノ
果ト
者ハ
即チ
涅
槃
界
何
者ヲカ
為ル
涅
槃
界ト
謂ク
諸
佛
所
有ノ
轉
依
相ノ
不
思
議
法
身ナリト
文
訓
夫
れ
、
菩
提
心
と
は
外
に
求
む
べ
か
ら
ず
。
即
ち
、
己
心75
）
の
性
な
る
が
故
に
未
だ
必
ず
し
も
起
こ
し
難
し
と
為
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
菩
提
心
と
は
、
若
し
法
に
約
せ
ば
、
此
に
は
覚
心76
）
と
云
ひ
、
或
は
智
心77
）
と
云
ふ
。
若
し
法
喩78
）
に
約
せ
ば
、
或
は
果
道
と
云
ふ
。
前
に
出
す79
）
が
ご
と
し
。
果
徳
円
通
す
る
が
故
に
。
謂
く
、
果
徳
に
於
て
通
入
す
る
道
路
な
り
。「
果
」
と
は
是
れ
涅
槃
果
、
即
ち
法
な
り
。「
道
」
と
は
是
れ
因
、
即
ち
喩
な
り
。
即
ち
果
の
道
な
り
。
依
主
釈80
）
な
り
。『
法
界
無
差
別
論
』
に
云
ふ
が
ご
と
し
。
彼
の
果
と
は
、
即
ち
涅
槃
界
。
何
を
か
涅
槃
界
と
為
る
。
謂
く
、
諸
仏
所
有
の
轉てん
依ね
相81
）
不
思
議82
）
法
身83
）
な
り84
）
、
と
文
。
註75
）
「
己
心
」、
自
己
の
心
・
自
己
の
一
心
・
主
体
的
な
自
己
の
心
（『
中
仏
』
上
、
四
八
七
頁
）。
76
）
「
覚
心
」、
覚
醒
し
て
い
る
心
・
目
覚
め
た
心
・（『
中
仏
』
上
、
一
九
八
頁
）。
77
）
「
智
心
」、
種
々
の
説
に
対
し
て
之
は
善
い
こ
れ
は
悪
い
と
選
択
し
て
善
い
方
を
と
る
心
（『
中
仏
』
中
、
一
一
七
三
頁
）。
78
）
「
法
喩
」、
↓
「
法
譬
」
仏
語
。
法
と
譬
。
教
え
の
意
味
内
容
と
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
譬
喩
（『
日
国
』
十
一
、
一
四
六
三
頁
）。
79
）
「
前
出
」、『
摧
邪
輪
』
中
、
一
丁
ウ
。
80
）
「
依
主
釈
」、
複
合
語
を
構
成
す
る
前
半
の
語
が
後
半
の
語
に
対
し
て
格
の
関
係
（
前
の
部
分
で
あ
る
名
詞
代
名
詞
が
後
の
部
分
の
性
質
を
制
限
・
規
定
す
る
）
に
あ
る
も
の
（『
中
仏
』
上
、
一
二
七
〜
一
二
八
頁
）。
81
）
「
転
依
相
」
↓
「
転
依
（a
sra
y
a
-p
a
ra
v
rtti
）」
迷
い
の
存
在
の
根
拠
の
転
換
・
煩
悩
を
転
じ
て
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
を
得
る
事
（『
中
仏
』
下
、
一
二
一
〇
頁
）。
下
劣
の
所
依
を
転
捨
し
て
勝
浄
の
依
を
証
得
す
る
（『
望
仏
』
四
、
三
七
七
六
頁
）。
82
）
「
不
思
議
」、
思
慮
を
超
越
し
て
い
る
事
・
さ
と
り
の
形
容
・
心
の
及
ば
ぬ
こ
と
（『
中
仏
』
下
、
一
四
三
五
頁
）。
83
）
「
法
身
」、
仏
の
三
身
（
法
報
応
）
の
一
つ
・
色
も
形
も
な
い
真
実
そ
の
も
の
の
体
・
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
根
本
（『
中
仏
』
下
、
一
五
三
六
頁
）。
84
）
般
若
訳
『
大
乗
法
界
無
差
別
論
』（『
大
正
蔵
』
三
、
三
二
頁
、
中
）。
此ノ
果
性
應
得
等ノ
三
因
佛
性ノ
中ニハ
即チ
名ク
應
得
因ト
以テハ
菩
提
心ヲ
名ク
加
行
因ト
如シ
佛
性
論
【
三
丁
ウ
】
第
二ニ
云カ
復
次ニ
佛
性ノ
体ニ
有リ
三
種
三
性
所
攝ノ
義
應シ
知ヌ
三
種ト
者
所
謂ユル
三
因
三
種
佛
性
三
因ト
者
一ハ
應
得
因
二ハ
加
行
因
三ハ
圓
雨
因ナリ
應
得
因ト
者ハ
二
空
所
現ノ
真
如
由カ
此ノ
空ニ
故ニ
應カ
得
菩
提
心
及ヒ
加
行
等
乃
至
道
後ノ
法
身ヲ
故ニ
ス
應
得ト
加
行
三
三
明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中
訓
・
註
試
稿
（
米
澤
実
江
子
）
因ト
者
謂ク
菩
提
心
由カ
此ノ
心ニ
故ニ
能ク
得ウ
三
十
七
品
十
地
十
波
羅（
密ママ
助）
道
之
法
乃
至
道
後ノ
法
身ヲ
是ヲ
名ク
加
行
因ト
圓
雨
因ト
者ハ
即
是レ
加
行
由カ
加
行ニ
故ニ
得
因
圓
雨
及ヒ
果
圓
雨ヲ
因
圓
雨ト
者ハ
謂ク
福
慧ノ
行
果
圓
雨ト
者ハ
謂ク
智
断
恩
德
已
上
訓此
の
果
性
、
応
得
等
の
三
因
仏
性85
）
の
中
に
は
即
ち
「
応
得
因
」
と
名
づ
く
。
菩
提
心
を
以
て
は
「
加
行
因86
）
」
と
名
づ
く
。『
仏
性
論
』
第
二
に
云
ふ
が
ご
と
し
。
復
た
次
に
、
仏
性
の
体
に
三
種
三
性
所
摂
の
義
有
り
。
応
に
知
り
ぬ
べ
し
。
三
種
と
は
、
所
謂
ゆ
る
三
因
三
種
仏
性
。
三
因
と
は
一
は
応
得
因
、
二
は
加
行
因
、
三
は
円
満
因87
）
、
な
り
。「
応
得
因
」
と
は
二
空88
）
所
現
の
真
如89
）
。
此
の
空
に
由
る
が
故
に
、
応
に
菩
提
心
及
び
加
行
等
乃
至
道
後
の
法
身
を
得
べ
き
が
故
に
、
応
得
と
称
す
。「
加
行
因
」
と
は
、
謂
く
、
菩
提
心
。
此
の
心
に
由
る
が
故
に
、
能
く90
）
三
十
七
品91
）
、
十
地92
）
、
十
波
羅
蜜93
）
、
助
道
の
法94
）
乃
至
道
後
の
法
身
を
得
。
是
れ
を
加
行
因
と
名
づ
く
。「
円
満
因
」
と
は
、
即
ち
是
れ
加
行
。
加
行
に
由
る
が
故
に
、
因
円
満
及
び
果
円
満
を
得
。「
因
円
満
」
と
は
、
謂
く
、
福
慧95
）
の
行
。「
果
円
満
」
と
は
、
謂
く
、
智96
）
断97
）
恩
徳98
）
、99
）
と
已
上
。
註85
）
「
仏
性
」、
仏
の
性
質
・
仏
と
な
り
う
る
可
能
性
・
如
来
蔵
（『
中
仏
』
下
、
一
四
五
四
頁
）。『
摧
邪
輪
』
上
（
九
丁
オ
）
に
引
用
。
86
）
「
加
行
因
」、
↓
「
加
行
」
行
為
を
為
す
準
備
・
努
力
す
る
事
・
修
行
・
準
備
的
行
為
・
準
備
段
階
の
努
力
（『
中
仏
』
上
、
三
六
四
頁
）。
87
）
「
円
満
因
」、
↓
「
円
満
」
満
た
す
事
・
成
就
す
る
事
・
願
が
実
現
さ
れ
る
事
・
条
件
を
満
た
す
事
・
完
全
な
・
全
て
備
え
て
い
る
（『
中
仏
』
上
、
一
四
七
頁
）。
88
）
「
二
空
」、
二
種
の
空
・「
人
空
（
我
空
）
法
空
」
の
略
・「
我
空
」
と
は
我
存
在
は
五
蘊
が
仮
に
和
合
し
た
も
の
で
あ
っ
て
常
一
主
宰
の
我
な
る
物
は
な
い
と
理
解
す
る
事
、「
法
空
」
と
は
固
体
を
構
成
す
る
諸
の
ダ
ル
マ
（
諸
法
）
そ
の
も
の
も
自
性
（
自
体
）
が
な
い
と
説
く
事
（『
中
仏
』
下
、
一
二
八
七
頁
）。
89
）
「
真
如
」、
か
く
あ
る
事
・
あ
り
の
ま
ま
の
姿
・
あ
る
が
ま
ま
な
る
事
・
普
遍
的
真
理
・
コ
コ
ロ
の
あ
る
が
ま
ま
の
真
実
・
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
真
の
姿
・「
〜
真
如
」
は
「
〜
な
る
法
と
し
て
成
立
し
て
い
る
」
事
（『
中
仏
』
中
、
九
六
九
頁
）。
90
）
「
能
く
」、
あ
た
う
（
で
き
る
・
た
え
る
）（『
大
漢
和
』
九
、
三
〇
七
〜
三
〇
八
頁
）。
91
）
「
三
十
七
品
」、「
三
十
七
道
品
」
の
略
・
三
十
七
の
修
行
方
法
↓
「
三
十
七
道
品
」
さ
と
り
の
智
慧
を
得
る
た
め
の
実
践
修
行
の
方
法
（『
中
仏
』
上
、
五
七
九
頁
）。
92
）
「
十
地
」、
菩
薩
が
修
す
べ
き
五
十
二
の
段
階
の
内
、
得
に
第
四
十
一
位
か
ら
第
五
十
位
ま
で
を
十
地
と
い
う
（『
中
仏
』
中
、
七
六
四
頁
）。
93
）
「
十
波
羅
蜜
」、
六
波
羅
蜜
に
「
方
便
」「
願
」「
力
」「
智
」
の
四
波
羅
蜜
を
加
え
た
も
の
・
菩
薩
の
実
践
す
べ
き
徳
目
・「
唯
識
説
」
で
は
こ
の
十
波
羅
蜜
を
菩
薩
の
十
地
に
お
い
て
順
次
に
修
行
す
る
も
の
と
し
「
十
勝
行
」
と
名
づ
け
る
（『
中
仏
』
中
、
七
〇
四
頁
）。
94
）
「
助
道
法
」
↓
「
助
道
」
さ
と
り
を
得
る
た
め
の
助
け
・
補
い
と
な
っ
て
い
る
修
行
道
・
脇
道
（『
中
仏
』
中
、
九
二
四
頁
）。
95
）
「
福
慧
」、
福
徳
と
智
慧
・
二
資
糧
・
六
波
羅
蜜
（『
中
仏
』
下
、
一
四
二
六
頁
）。
96
）
「
智
」、
↓
「
智
徳
」、
三
徳
の
一
つ
・
あ
り
の
ま
ま
の
真
実
を
知
っ
た
障
害
の
な
い
悟
り
（『
中
仏
』
中
、
一
一
七
五
頁
）。
97
）
「
断
」、
↓
「
断
徳
」、
諸
仏
の
具
え
る
三
徳
の
一
つ
・
解
脱
徳
・
一
切
の
煩
悩
を
断
じ
尽
く
し
た
徳
（『
中
仏
』
中
、
一
一
六
二
頁
）。
98
）
「
恩
徳
」、
三
徳
の
一
つ
・
世
の
人
を
救
お
う
と
す
る
仏
の
願
い
の
力
に
よ
る
恵
み
・
仏
が
大
願
力
を
持
っ
て
衆
生
を
救
護
さ
れ
る
徳
・
他
に
恩
恵
を
施
す
徳
（『
中
仏
』
上
、
一
七
〇
頁
）。
三
四
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
創
刊
号
99
）
天
親
造
真
諦
訳
『
仏
性
論
』
巻
二
（『
大
正
蔵
』
三
一
、
七
九
四
頁
、
上
）。
解シテ
曰ク
應
得
因ノ
義ハ
易シ
知
之ヲ
加
行
因ト
者ハ
有
依
主
持
業ノ
兩
釋
依ラ
初
義ニ
者ハ
加
行ト
者ハ
即チ
論ノ
下ニ
所ノ
出ス
三
十
七
品
十
地
等ノ
諸ノ
加
行
功
德
也
依テ
【
四
丁
オ
】
菩
提
心ニ
得カ
此ノ
功
德ヲ
故ニ
云フ
加
行
因ト
如シ
論ニ
云カ
由カ
此ノ
心ニ
故ニ
能ク
得ウル
三
十
七
品ヲ
等
云
云
加
行
之カ
因
也
依
主
釋
也
依ラ
後ノ
義ニ
者ハ
謂ク
依テ
此ノ
心ニ
因
圓
果
雨ス
其ノ
果
雨ト
者ハ
即チ
得ル
法
身ヲ
也
如シ
論ニ
云カ
乃
至
道
後
法
身
等
云
云
加
行
即チ
因
也
持
業
釋
也
訓
解
し
て
曰
く
、「
応
得
因
」
の
義
は
之
を
知
り
易
し
。
「
加
行
因
」
と
は
、
依
主
・
持
業
の
両
釈
有
り
。
初
義
に
よ
ら
ば
、
加
行
と
は
即
ち
『
論
』
の
下
に
出
す
所
の
、
三
十
七
品
・
十
地
等
の
諸
の
加
行
功
徳
な
り
。
菩
提
心
に
依
り
て
、
此
の
功
徳
を
得
る
が
故
に
「
加
行
因
」
と
云
ふ
。『
論
』
に
云
ふ
が
ご
と
し
。
此
の
心
に
由
る
が
故
に
、
能
く
三
十
七
品
を
得100
）
、
等
と
云
云
。
加
行
が
因
な
り
。
依
主
釈
な
り
。
後
の
義
に
よ
ら
ば
、
謂
く
、
此
の
心
に
よ
り
て
因
円
果
満101
）
す
。
其
の
果
満
と
は
、
即
ち
法
身
を
得
る
な
り
。『
論
』
に
云
ふ
が
ご
と
し
。乃
至
道
後
法
身102
）
等
、
と
云
云
加
行
即
ち
因
な
り
。
持
業
釈103
）
な
り
。
註100
）
天
親
造
真
諦
訳
『
仏
性
論
』
二
（『
大
正
蔵
』
三
一
、
七
九
四
頁
、
上
）。
101
）
「
果
満
」、
仏
語
。
修
行
の
功
に
よ
り
「
果
」
と
し
て
の
悟
り
が
完
成
す
る
こ
と
（『
日
国
』
三
、
九
六
九
頁
）。
102
）
天
親
造
真
諦
訳
『
仏
性
論
』
二
（『
大
正
蔵
』
三
一
、
七
九
四
頁
、
上
）。
103
）
「
持
業
釈
」、
二
つ
の
語
が
合
し
て
複
合
語
を
作
る
場
合
、
前
の
部
分
の
語
が
後
の
部
分
の
語
に
対
し
て
形
容
詞
又
は
副
詞
又
は
同
格
の
名
詞
で
あ
る
関
係
に
あ
る
と
解
釈
す
る
事
を
い
う
。（『
中
仏
』
中
、
六
四
四
頁
）。
圓
雨
因ト
者ハ
唯タタ
依
主ニ
得
名ヲ
謂イハ
其ノ
躰ヲ
者ハ
是レ
十
地
十
波
マ
マ
）
羅
密
等ノ
加
行ノ
功
德
也
如シ
論ニ
云カ
圓
雨
因ト
者ハ
即チ
是レ
加
行
等
也
云
云
依
テ
此ノ
加
行ニ
【
三
四
一
頁
下
】
得カ
圓
雨ヲ
故ニ
云
圓
雨
因ト
圓
雨カ
之
因
也
依
主
釋
也
因
圓
果
雨ノ
德ハ
倶ニ
在カ
果
位ニ
故ニ
不ル
可
云フ
圓
雨
即
因ト
也
義
准シテ
可シ
知ル
訓
「
円
満
因
」
と
は
、
唯
だ
依
主
に
の
み
名
を
得
。
其
の
体
を
謂
は
ば
、
是
れ
十
地
・
十
波
羅
蜜
等
の
加
行
の
功
徳
な
り
。『
論
』
に
云
ふ
が
ご
と
し
。
円
満
因
と
は
、
即
ち
是
れ
加
行
等
な
り104
）
、
と
云
云
此
の
加
行
に
よ
り
て
、
二
の
円
満
を
得
る
が
故
に
「
円
満
因
」
と
云
ふ
。
円
満
が
因
な
り
。
依
主
釈
な
り
。
因
円
果
満
の
徳
は
倶
に
果
位
に
在
る
が
故
に
、
円
満
即
因
と
云
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
義
、
准
じ
て
知
る
べ
し
。
註104
）
天
親
造
真
諦
訳
『
仏
性
論
』
二
（『
大
正
蔵
』
三
一
、
七
九
四
頁
、
上
）。
良ニ
以ミレ
我
法
二
執ハ
必ス
依テ
妄
縁ニ
生ス
畢
竟シテ
無
自
性
無
自
性ノ
故ニ
畢
寛
真
空ナリ
指シテ
此ノ
真
空ノ
理ヲ
名ク
空
所
現ノ
真
如ト
此ノ
真
如ノ
【
四
丁
ウ
】
中ニ
有リ
不
空
恒
沙ノ
性
功
德
此ノ
性
功
德
始テ
顯
現スルヲ
名ク
加
行
因ト
即
是
菩
提
心
也
如シ
論ニ
云カ
加
行
因ト
者ハ
謂
菩
提
心
等
云
三
五
明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中
訓
・
註
試
稿
（
米
澤
実
江
子
）
云
終ニ
顯
現スルヲ
名
圓
雨
因ト
即チ
是レ
三
十
七
品
等ノ
加
行
功
德
也
如シ
論ニ
云カ
因
圓
雨ト
者ハ
即チ
是レ
加
行
等
云
云
訓良
に
以おもん
105
）
み
れ
ば
、
我
法106
）
の
二
執
は
必
ず
妄
縁107
）
に
よ
り
て
生
ず
。
畢
竟108
）
じ
て
自
性109
）
無
し
。
無
自
性
の
故
に
畢
竟
真
空110
）
な
り
。
此
の
真
空
の
理
を
指
し
て
「
二
空
所
現
の
真
如
」
と
名
づ
く
。
此
の
真
如
の
中
に
不
空111
）
恒
沙112
）
の
性113
）
功
徳
有
り
。
此
の
性
功
徳
、
始
め
て
顕
現
す
る
を
「
加
行
因
」
と
名
づ
く
。
即
ち
是
れ
菩
提
心
な
り
。
『
論
』
に
云
ふ
が
ご
と
し
。
加
行
因
と
は
、
謂
く
、
菩
提
心
な
り114
）
等
、
と
云
云
終
に
顕
現
す
る
を
「
円
満
因
」
と
名
づ
く
。
即
ち
是
れ
三
十
七
品
等
の
加
行
功
徳
な
り
。『
論
』
に
云
ふ
が
ご
と
し
。
因
円
満
と
は
、
即
ち
是
れ
加
行115
）
等
、
と
云
云
註105
）
「
良
以
（
ま
こ
と
に
も
っ
て
）」、
程
度
の
甚
だ
し
い
事
を
強
調
す
る
語
・
ま
っ
た
く
・
本
当
に
（『
日
国
』
十
二
、
三
七
五
頁
）。
古
訓
「
お
も
ん
み
れ
ば
」（『
大
漢
和
』
四
九
頁
）。
106
）
「
我
法
」、
我
と
諸
法
（『
中
仏
』
上
、
二
二
一
頁
）。
↓
「
我
執
」
我
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
が
実
在
す
る
と
い
う
と
ら
わ
れ
・
自
己
の
見
解
に
と
ら
わ
れ
て
離
れ
な
い
事
・
自
己
を
中
心
と
考
え
る
と
ら
わ
れ
・
自
分
が
と
い
う
執
著
（『
中
仏
』
上
、
二
〇
六
頁
）・
人
間
の
本
質
と
し
て
固
定
し
た
実
体
的
な
も
の
が
あ
る
（
人
我
）
と
考
え
る
事
（『
中
仏
』
下
、
一
五
〇
七
頁
）。「
法
執
」
全
て
の
存
在
（
法
）
に
そ
の
も
の
の
本
質
と
し
て
固
定
し
た
実
体
的
な
も
の
が
あ
る
（
法
我
）
と
考
え
る
事
・
と
ら
わ
れ
た
迷
い
の
見
解
（
大
乗
仏
教
で
は
こ
れ
に
対
し
て
「
人
法
二
無
我
」
を
説
く
）・
教
え
に
執
着
す
る
事
（『
中
仏
』
下
、
一
五
〇
七
頁
）。
107
）
「
妄
縁
」、
む
な
し
い
無
意
味
な
内
的
外
的
な
縁
・
衆
生
の
誤
っ
た
考
え
を
引
き
起
こ
す
機
縁
と
な
る
事
物
を
い
う
（『
中
仏
』
下
、
一
六
六
〇
頁
）。
108
）
「
畢
竟
」、
①
（
名
詞
梵a
ty
a
n
ta
の
訳
語
。「
畢
」
も
「
竟
」
も
終
わ
る
意
）
仏
語
。
究
極
、
至
極
、
最
終
な
ど
の
意
・
②
（
副
詞
）
途
中
の
曲
折
や
事
情
が
あ
っ
て
も
最
終
的
に
一
つ
の
事
柄
が
成
り
立
つ
こ
と
を
表
わ
す
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
。
つ
い
に
は
。
つ
ま
り
。
結
局
（『
日
国
』
十
一
、
三
二
三
頁
）。
↓
「
畢
竟
ず
」
考
え
を
最
後
の
と
こ
ろ
ま
で
押
し
つ
め
る
。
物
事
に
一
つ
の
結
論
を
出
す
。「
畢
竟
ず
る
に
」
せ
ん
じ
つ
め
て
み
る
と
。
結
論
す
る
に
。「
畢
竟
は
」
せ
ん
じ
つ
め
て
み
る
と
。
結
局
は
（『
日
国
』
十
一
、
三
二
三
頁
）。
109
）
「
自
性
」、
そ
れ
自
体
の
定
ま
っ
た
本
質
・
も
の
そ
れ
自
体
の
本
性
・
固
有
の
性
質
・
本
体
・
本
性
・
自
己
存
在
性
（『
中
仏
』
中
。
六
六
六
頁
）。
110
）
「
真
空
」、
ア
ー
ト
マ
ン
が
存
在
し
な
い
事
・
真
理
の
本
性
が
（
真
如
）
が
凡
夫
の
迷
い
の
考
え
方
を
離
れ
て
い
る
状
態
（『
中
仏
』
中
、
九
四
四
頁
）。
111
）
「
不
空
」、
空
で
な
い
事
（『
中
仏
』
下
、
一
四
二
六
頁
）。
↓
「
空
」
諸
の
事
物
は
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
固
定
的
実
体
が
な
い
と
い
う
事
・
縁
起
し
て
い
る
と
い
う
事
（『
中
仏
』
上
、
三
一
一
頁
）。
112
）
「
恒
沙
」、
ガ
ン
ジ
ス
に
あ
る
砂
の
よ
う
に
数
え
切
れ
な
い
無
数
な
る
様
を
い
う
（『
中
仏
』
上
、
四
三
六
頁
）。
113
）
「
性
」、
本
体
・
本
質
・
自
性
・
原
因
・
不
変
な
る
本
性
・
如
来
蔵
・
真
如
・
種
性
・
特
性
・
固
有
の
性
質
・
全
て
の
も
の
の
本
質
・
仏
と
な
り
う
る
要
素
（『
中
仏
』
中
、
八
二
六
〜
八
二
七
頁
）。
114
）
天
親
造
真
諦
訳
『
仏
性
論
』
二
（『
大
正
蔵
』
三
一
、
七
九
四
頁
、
上
）。
115
）
天
親
造
真
諦
訳
『
仏
性
論
』
二
（『
大
正
蔵
』
三
一
、
七
九
四
頁
、
上
）。
然レ
ハ
則
真
如
性ハ
在リ
下ニ
如シ
白
布ノ
於テ
此ノ
上ニ
有リ
我
法
二
執ノ
文
文ハ
必ス
無カ
實
体
故ニ
於テ
真
如
性ノ
上ニ
無シ
擁
塞スルコト
是ノ
故ニ
聞
薫ハ
智
水
洗フ
真
如
性
德
地ヲ
自
性
顯
發シテ
文
速ニ
滅ス
文ハ
依カ
地ニ
故ニ
無
体ノ
義
成ス
以テノ
文
体ナルヲ
故ニ
妄
執
即チ
不ス
生セ
浄
水ト
與ト
白
地
和
合シテ
二ナリ
理
智
冥
合シテ
離レタリ
能
取
所
取ヲ
是ヲ
名ク
不
思
議
法
身ト
果
德
圓
通ノ
義
大
旨
如シ
是ノ
三
六
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
創
刊
号
訓
然
れ
ば
則
ち
真
如
性116
）
は
下
に
在
り
。
白
布
の
ご
と
し
。
此
の
上
に
お
い
て
、
我
法
二
執
の
仮
文117
）
有
り
。
仮
文
は
必
ず
実
体
無
き
が
故
に
、
真
如
性
の
上
に
お
い
て
、
擁よう
塞そく
す118
）
る
こ
と
無
し
。
是
の
故
に
、
聞
119
）
の
智
水120
）
、
真
如
性
徳
の
地121
）
を
洗
ふ
。
自
性
顕
発
し
て
、
仮
文
、
速
か
に
滅
す
。
仮
文
は
、
地
に
よ
る
が
故
に
、
無
体
の
義
成
ず
。
文
、
無
体
な
る
を
以
て
の
故
に
、
妄もう
執しゆう
122
）
、
即
ち
生
ぜ
ず
。
浄
水
と
白
地123
）
と
和
合124
）
し
て
無
二
な
り
。
理
智125
）
冥みよう
合ごう
し126
）
て
、
能
取127
）
所
取128
）
を
離
れ
た
り
。
是
れ
を
不
思
議
法
身
と
名
づ
く
。
果
徳
円
通
の
義
、
大
旨
是
の
ご
と
し
。
註116
）
「
真
如
性
」、
も
の
ご
と
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
、
真
理
（『
中
仏
』
中
、
九
七
〇
頁
）。「
性
徳
」、
一
切
衆
生
が
各
々
本
性
の
上
に
善
悪
と
迷
誤
の
性
質
を
有
す
る
こ
と
（『
中
仏
』
中
、
八
八
九
頁
）。
117
）
「
仮
文
」、
↓
「
仮
」
仮
に
想
定
さ
れ
た
も
の
。
施
設
。
実
在
し
な
い
け
れ
ど
も
比
喩
的
な
意
味
で
在
り
と
説
く
こ
と
（『
中
仏
』
上
、
三
五
五
頁
）。
118
）
「
擁
塞
」、
ふ
さ
ぐ
・
押
し
詰
め
る
こ
と
（『
大
漢
和
』
五
、
四
〇
三
頁
）。
119
）
「
聞
薫
」
↓
「
聞
薫
習
」
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
潜
在
余
力
・
仏
の
教
え
を
聞
い
て
後
に
真
実
に
目
覚
め
る
因
で
あ
る
も
の
を
指
す
・
仏
の
教
え
を
し
ば
し
ば
聞
い
て
起
こ
る
智
慧
・
法
界
か
ら
流
れ
出
た
聴
聞
の
残
し
た
影
響
力
（『
中
仏
』
下
、
一
六
七
〇
頁
）。
120
）
「
智
水
」、
智
慧
を
水
に
譬
え
て
い
う
・
仏
法
の
智
慧
の
水
・
仏
法
そ
の
も
の
（『
中
仏
』
中
、
一
一
七
三
頁
）。
121
）
「
地
」、
所
依
の
義
（『
大
漢
和
』
一
一
八
九
頁
）。
万
物
の
生
存
す
る
基
盤
と
し
て
の
大
地
・
本
来
の
も
の
・
本
質
的
な
も
の
・
基
本
と
な
る
も
の
・
他
に
発
展
す
る
も
と
と
な
る
も
の
（『
日
国
』
六
、
四
三
一
頁
）。
122
）
「
妄
執
」、
仏
語
。
悟
り
を
得
ら
れ
ず
に
、
迷
い
の
心
か
ら
物
事
に
執
着
す
る
こ
と
。
虚
妄
の
執
念
。
妄
念
（『
日
国
』
十
二
、
一
二
二
七
頁
）。
123
）
「
白
地
」、
↓
「
白
」
隠
さ
ず
あ
り
の
ま
ま
・
善
（『
中
仏
』
下
。
一
三
九
九
頁
）。
124
）
「
和
合
」、
統
一
の
取
れ
た
・
協
同
・
調
和
・
種
々
の
要
素
が
結
合
し
て
一
つ
の
も
の
を
構
成
す
る
・
集
合
す
る
・
別
々
の
も
の
が
互
い
に
到
達
す
る
・
混
ず
る
の
原
因
が
協
同
し
調
和
し
て
働
く
こ
と
・
結
合
す
る
こ
と
（『
中
仏
』
下
、
一
七
八
二
〜
一
七
八
三
頁
）。
125
）
「
理
智
」、
道
理
と
智
慧
（『
中
仏
』
下
、
一
七
二
四
頁
）。
126
）
「
冥
合
」、
ぴ
っ
た
り
合
う
・
一
致
す
る
（『
中
仏
』
下
、
一
五
九
二
頁
）。
127
）
「
能
取
」、
知
る
も
の
・
主
観
・
認
識
主
体
・
執
着
す
る
主
体
（『
中
仏
』
下
、
一
三
三
九
頁
）。
128
）
「
所
取
」、
知
ら
れ
る
も
の
・
客
観
的
対
象
・
客
観
・
執
着
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
（『
中
仏
』
中
、
九
一
九
頁
）。
是ノ
故ニ
菩
提
心
亦ハ
名ク
道
心ト
若シ
言イハ
【
五
丁
オ
】
其ノ
体ヲ
者ハ
智
也
若シ
約セ
喩ニ
者ハ
即チ
是レ
中
間
無
擁ノ
称
也
譬ハ
如シ
丗
人
若シ
向テ
墻
壁
等ニ
有ラムカ
問コト
為セム
道
耶ヤ
為セム
非
道ト
耶ヤ
可シ
答テ
言フ
是ヲ
即チ
為ス
非
道ト
中
間
擁
塞シテ
不カ
可ラ
通ス
故ニ
若シ
有アラ
向
門
戸ニ
問コト
道
非
道ヲ
者ハ
可シ
答テ
言フ
此レヲ
爲ス
道ト
中
間
クシテ
擁
塞
可キカ
通
行ス
故
此レ
亦タ
如シ
是ノ
訓
是
の
故
に
、
菩
提
心
、
亦
は
「
道
心129
）
」
と
名
づ
く
。
若
し
其
の
体
を
謂
は
ば
「
智
」
な
り
。
若
し
喩
に
約
せ
ば
、
即
ち
是
れ
「
中
間
無
擁130
）
の
称131
）
」
な
り
。
譬
へ
ば
、
世
人
、
若
し
墻
壁132
）
等
に
向
ひ
て
、
問
ふ
こ
と
有
ら
ん
が
ご
と
し
。
道
と
や
為
ん
、
非
道
と
や
為
ん
。
答
へ
て
言
ふ
べ
し
。
是
れ
を
即
ち
非
道
と
為
す
。
中
間
擁
塞
し
て
通
づ
べ
か
ら
ざ
る
が
故
に
。
若
し
門
戸
に
向
ひ
て
、
道
・
非
道
、
問
ふ
こ
と
有
ら
ば
、
答
へ
て
言
ふ
べ
し
、
此
れ
を
道
と
為
す
。
中
間
擁
塞
無
く
し
て
通
行
す
べ
き
が
故
。
此
れ
も
亦
た
是
の
ご
と
し
。
三
七
明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中
訓
・
註
試
稿
（
米
澤
実
江
子
）
註129
）
「
道
心
」、
さ
と
り
を
求
め
る
心
・
自
ら
さ
と
り
人
々
を
覚
ら
せ
る
心
・
他
人
を
救
お
う
と
す
る
心
（『
中
仏
』
下
、
一
二
四
二
頁
）。
130
）
「
擁
」、
ま
も
り
・
も
つ
・
と
る
・
し
た
が
え
る
・
塞
ぐ
・
包
む
・
蓄
え
る
（『
大
漢
和
』
五
、
四
〇
二
頁
）。
131
）
「
称
」、
か
な
う
・
て
き
す
る
・
た
て
る
・
は
か
る
・
言
う
（『
日
国
』
七
、
十
七
頁
）。
よ
び
な
（『
日
国
』
七
、
二
一
頁
）。
132
）
「
墻
壁
」、
囲
い
の
壁
（『
大
漢
和
』
七
、
五
九
三
頁
）。
應
得
因ノ
性ハ
法
爾トメ
有リ
之レ
加
行
圓
雨ノ
二
因ハ
待テ
因
縁ヲ
顯
發ス
其ノ
因
縁
非ス
一
ニ
レテ
類ニ
繁
多ナリ
是ノ
故ニ
經ノ
中ニ
クニ
發
心ノ
因
縁ヲ
出セリ
慈
心
恚
心
施
心
慳
心
等ノ
種
種ノ
不
同ヲ
是ノ
故
有ル
宿
善
人ハ
自
然ニ
感
動ス
見
聞
悉ク
爲タリ
道
心ノ
因
縁
猶シ
如シ
解
寳
之ノ
人ノ
卜
石ヲモ
見カ
寳ト
福ノ
之
人ハ
雖トモ
聞クト
教ヲ
不ス
發
心
猶シ
如シ
盲
者ノ
遇ヘトモ
日
光ニ
無カ
所
見
訓応
徳
因
の
性
は
、
法
爾133
）
と
し
て
、
之
れ
有
り
。
加
行
・
円
満
の
二
因
は
、
因
縁134
）
を
持
し
て
、
顕
発135
）
す
。
其
の
因
縁
、
一
に
非
ず
。
類
に
触
れ
て136
）
繁
多
な
り
。
故
に
『
経
』
の
中
に
発
心
の
因
縁
を
説
く
に
、
慈
心137
）
・
恚
心138
）
・
施
心139
）
・
慳
心140
）
、
等
の
種
々
の
不
同
を
出
せ
り141
）
。
是
の
故
に
、
宿
善142
）
あ
る
人
は
、
自
然
に
感
動
す
。
見
聞
悉
く
道
心
の
因
縁
た
り
。
猶
し
、
解
宝
の
人
の
、
卜はく
石せき143）
を
宝
と
見
る
が
ご
と
し
。
無
福
の
人
は
、
教
え
を
聞
く
と
雖
も
発
心
せ
ず
。
猶
し
、
盲
者
の
日
光
に
遇
へ
と
も
所
見
無
き
が
ご
と
し
。
註133
）
「
法
爾
」、
自
然
の
定
ま
り
・
自
然
に
・
も
と
も
と
・
法
と
し
て
そ
の
ま
ま
・
も
と
か
ら
そ
の
ま
ま
・
任
運
・
本
来
・
本
来
あ
る
が
ま
ま
・
真
実
の
姿
（『
中
仏
』
下
、
一
五
一
五
頁
）。
134
）
「
因
縁
」、
原
因
・
直
接
の
原
因
・
他
の
縁
に
よ
る
こ
と
・
縁
起
（『
中
仏
』
上
、
九
二
頁
）。
135
）
「
顕
発
」
↓
「
顕
」
あ
き
ら
か
・
あ
ら
わ
に
・
あ
き
ら
か
に
・
鮮
や
か
・
鮮
明
・
著
し
い
・
著
名
・
お
も
て
む
き
・
明
ら
か
に
す
る
（『
大
漢
和
』
十
二
、
三
一
八
頁
）。「
発
」
お
こ
す
・
お
こ
る
・
で
る
・
お
こ
な
う
・
あ
ら
わ
す
・
あ
ら
わ
れ
る
・
開
く
・
あ
き
ら
か
に
す
る
・
あ
ば
く
（『
大
漢
和
』
七
、
一
二
一
八
頁
）。
136
）
「
触
類
」、
類
に
随
っ
て
お
し
及
ぼ
す
（『
大
漢
和
』
十
、
三
七
八
頁
）。「
類
」
た
ぐ
い
・
同
族
・
種
類
・
か
た
ど
る
・
似
る
・
か
た
ち
・
す
が
た
・
様
子
・
よ
い
（
善
）・
お
お
む
ね
（『
大
漢
和
』
十
二
、
一
九
七
〜
一
九
八
頁
）。
五
官
が
触
れ
る
す
べ
て
の
も
の
。
目
に
見
、
耳
に
聞
く
、
外
界
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
（『
日
国
』
七
、
三
四
五
頁
）。
137
）
「
慈
心
」
慈
し
み
の
心
・（『
中
仏
』
中
、
六
七
三
頁
）。
138
）
「
恚
心
（
い
し
ん
）」、
怒
る
心
（『
中
仏
』
上
、
四
七
頁
）。」、
139
）
「
施
心
」
↓
「
施
」
施
す
こ
と
・
与
え
る
こ
と
（『
中
仏
』
中
、
九
九
七
頁
）。
140
）
「
慳
心
」、
自
分
の
も
の
を
他
人
に
与
え
る
こ
と
を
惜
し
む
心
（『
中
仏
』
上
、
四
〇
六
頁
）。
141
）
『
大
方
便
仏
報
恩
経
』（『
大
正
蔵
』
三
、
一
三
六
頁
、
上
〜
下
）。
142
）
「
宿
善
」、
か
つ
て
過
去
に
つ
く
ら
れ
た
善
・
前
世
の
善
業
（『
中
仏
』
中
、
七
九
一
頁
）。
143
）
「
卜
石
」
↓
「
卜
（
は
く
）」
卜
硝
は
、
薬
石
。（『
大
漢
和
』
八
、
三
四
三
頁
）。
既ニ
テ
恚
慳
貪
等ヲ
猶シ
爲ス
發
心ノ
因
縁
ト
何ニ
況ヤ
有ラム
弥
陀ノ
一
【
三
四
二
頁
上
】
教
【
五
丁
ウ
】
時
何ソ
不サラム
發シ
菩
提
心ヲ
修セ
菩
提ノ
行ヲ
耶ヤ
設ヒ
雖トモ
ト
餘
事
彼ノ
時キ
若シ
有テ
大
種
姓ノ
人
聞テ
弥
ノ
名
号ヲ
有アラム
生シ
大
信
心ヲ
生スルコト
大
歓
喜ヲ
此レ
即チ
可シ
爲ス
大
菩
提
心ト
念シ
佛
号ヲ
乃
至
不ラム
惜マ
身
命ヲ
等
此
レ
即チ
可シ
為ス
大
菩
提
行ト
訓
三
八
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
創
刊
号
既
に
、
瞋
恚
・
慳
・
貪
等
を
説
き
て
、
猶
し
、
発
心
の
因
縁
と
為
す
。
何
に
況
や
、
弥
陀
の
一
教
有
ら
ん
時
、
何
ぞ
菩
提
心
を
発
し
、
菩
提
の
行
を
修
せ
ざ
ら
ん
や
。
設
ひ
、
余
事
無
し
と
雖
も
、
彼
の
時
、
若
し
大
種
姓144
）
の
人
有
り
て
、
弥
陀
の
名
号
を
聞
き
て
、
大
信
心
を
生
じ
、
大
歓
喜
を
生
ず
る
こ
と
有
ら
ん
。
此
れ
即
ち
、
大
菩
提
心
と
為
す
べ
し
。
仏
号
を
念
じ
、
乃
至
身
命145
）
を
惜
ま
ざ
ら
ん
等
、
此
れ
即
ち
、
大
菩
提
行
と
為
す
べ
し
。
註144
）
「
種
性
」、
生
ま
れ
つ
き
の
性
質
・
修
行
す
る
人
の
素
質
・
さ
と
り
を
ひ
ら
く
素
質
・
さ
と
り
の
種
（『
中
仏
』
中
、
七
九
九
頁
）。
145
）
「
身
命
」、
肉
身
と
寿
命
・
命
・
体
・
自
己
の
存
在
（『
中
仏
』
中
、
九
七
五
頁
）。（よ
ね
ざ
わ
み
え
こ
嘱
託
研
究
員
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員
）
三
九
明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中
訓
・
註
試
稿
（
米
澤
実
江
子
）
